
 
 
 
 
 
 
 
 

◇◆会員の皆様からのお声◆◇ 
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◇◆事務局から◆◇ 

※「カ バイ」通信は、8 月、１１月、２月、５月の 15 日に発行しますので、ホームページからご覧下さい。（http://www.ai-port.jp/） 

尚、ご覧頂けない場合は、ＦＡＸ又はご郵送いたしますので、お手数ですがお電話にて事務局までお知らせ下さい。 

子育て・家族支援者養成講座事務局（副施設長 池田） 

 2011 年８月 15 日 

 特定非営利活動法人あい・ぽーとステーション発行 
代表理事：大日向 雅美・新澤 誠治 

住 所：〒107-0062       

東京都港区南青山 2-25-1 

電 話：０３－５７８５－１５７７  

ＦＡＸ：０３－５７８６－３２６４  

「カ バイ通信」は、２月・５月・８月・11 月との 15 日に発行します。 

ホームページから、ご覧になれます。http://www.ai-port.jp/ 

港区派遣型一時保育・育児支援家庭訪問 

あい・ぽーと子育てサポート事業 

利用会員の皆様へ 

カ バイ 通信 第２１号  
「カ バイ」とは、ニュージーランドのマオリ語で「ありがとう」という意味です。この事業は、

ニュージーランドのプレイセンターの活動に学ぶ面もあって、マオリ語を用いています。 

お子さんを他人に預けたことがなく、ご自分のリフレッュ

のために預けることに遠慮されていた方が、派遣型一時保

育を利用して「自分の時間を持つことの大切さが分かり、

育児にもゆとりが持てるようになった」と言っていただけ

て、そのきっかけ作りに関われたことが嬉しかったです。 

（永谷さんより） 

お母さんから「私が気付かない子どもの成長の様子を知ら

せてもらえることが嬉しい、保育記録用紙を読むのが楽し

みです。」と言ってもらえたことがとても嬉しかったです。   

（Ｙ．N さんより） 

～ 支 援 会 員  よ り ～ 

支援会員のご紹介について 

まだご協力いただける支援会員の方が見つからず、お待たせしてしまっている皆様、ご要望にお応えできず大変
申し訳ありません。引き続きご希望に沿う支援者の方をお探ししていきたいと思っております。まだ支援者の方を
お探しできていない場合も、お困り事がございましたら可能な限り対応させていただきたいと思いますので、事務
局までお問い合わせください。 

Ａ：ご都合によりキャンセルされる場合は、速やかに連絡してください。キャンセ

ルは予定日の前日１５時までにご連絡が取れた場合は無料ですが、それ以降は予定

していた利用時間の半額の料金をキャンセル料としてお支払いください。尚、キャ

ンセル料は「時間」について発生しますのでお子さん２人をお預けの予定で、１人

の保育に変更になった場合はキャンセルにはあたりません。 

Ｑ：事情によって支援のお願いをしな

くても済むようになった場合、キャン

セルしても構わないのでしょうか？ 

Ａ：事務局までお電話ください。第２子の保育も希望される場合は、依頼内容を詳

しくお伺いします。ご出産後、「お名前・生年月日」をお電話でお知らせください。 

その他、利用依頼の際は、初めの登録内容と変更になった事項や事前打ち合わせで

支援会員さんにお渡ししているお子様の情報（例えば緊急連絡先やかかりつけ医な

ど）に変更がないか確認し、変更がある場合は事務局、担当の支援会員さんにご連

絡をお願い致します。 

Ａ：ご不明な点がありましたら、ご利用日前にご相談ください。事務局で計算方法

をご説明します。また、毎月、支援会員さんから事務局宛に「活動報告書」を提出

していただいています。間違いがないかチェックして、計算間違い等があった場合

は双方に確認を取って調整していただいています。 

Ｑ：上の子の時に登録しました。今度

第２子が生まれる予定ですが、下の子

の登録はどうしたらいいですか？ 

Ａ：「保育記録用紙」にご記入いただくことは、その日のお子様の体温や様子など、

当日支援会員がお預かりする上で必要な情報となります。全て記入することが難し

いようであれば、「おうちでの様子」の太枠で囲った箇所は必要最低限の項目とな

りますので、ご記入くださるようお願い致します。 

Ｑ：預ける時、いつもバタバタしてい

て「保育記録用紙」に記入する時間が

ないのですか？ 

Ｑ：利用料金の計算方法が 

いまいち分からないのですが。 

息子が幼稚園に入園してから朝の送りを支援会員さんに

お願いしています。当初は毎朝泣きながらの登園、どれ

だけ手を焼かせたことでしょう。子どもの成長を一緒に

見守って下さったことに心から感謝しています。 

（近藤さんより） 

現在１歳５ヵ月の娘は支援会員さんを「ちっち」と呼ん

で大変慕っており、いつもいらっしゃるのを心待ちにし

ています。親身に面倒を看ていただき、心強い限りです。

本当に有難うございます。     （福崎さんより） 

～ 利 用 会 員  よ り ～ 


